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熱延鋼板の主な製品は C， Si, Mn を含有する鋼であり、冷却後の組織はフェライト、パーライト、ベイナイトか
らなる。これらの相への変態を予測するモデルを、核生成・成長理論を基に開発した。このモデルでは核生成・成長









する検討を、 O.5mass%C 鋼を用い詳細に行い、前述のモデルを修正することで、 C量がより多い鋼に対しても、モ














熱延鋼板の主な製品は C， Si, Mn を含有する鋼であり、冷却後の組織はフェライト、パーライト、ベイナイトか
らなるが、本論文ではまず最初に、これらの相への変態量(相分率)を予測するモデルを、核生成・成長理論を基に









を可能とし、 O.5mass%C 鋼の熱延工程での最適製造条件を見いだしている o
変態予測モデルの汎用性をより高めるために、モデル開発で考慮されなかった現象、すなわちフェライト形成元素
であるにも関らずオーステナイトからフェライトへの変態を大きく遅延させる Nb 元素の効果を検討し、これがソリュー
ト・ドラッグ効果によるものであることを明らかにし、ソリュート・ドラッグ効果を計算する新しいモデルをも開発
している。
以上のように、本論文は、鋼の冷却中の変態挙動を予測するモデルの開発とその活用に関して研究し、熱延鋼板の
最適製造条件の導出など、多くの成果を挙げており、博士(工学)の学位論文として価値のあるものと認める o
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